
☞　新年度の目玉事業はこれだ　　　　　

☞　一般質問に９人が登壇

☞　募集（パークゴルフ大会と編集サポーター）

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

４ ㌻

12 ㌻

23 ㌻

24 ㌻

かるまい

　議会だより

主な内容
№ 205

黄色い帽子に思い込め

平成 28 年４月 27 日
☞　特集〔平成 28 年度予算〕

　　一般会計当初予算を読む ２㌻
町内小学校の入学式。笑顔と緊張に

包まれた新一年生に、地域みんなの

思いが込められた黄色い帽子が贈ら

れました。６年間の小学校生活を歩

みはじめた記念の日です。

（平成 28 年 4 月 8 日；小軽米小学校入学式）
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３月定例会で

決まったこと

　28 年度一般会計予算

61 億 4200 万円

収 入
（ 歳 入 ）

 地方交付税　44.5％
27 億 3540 万円

国・県支出金 12.0％ 
7 億 3751 万円

町債　13.3％
8 億 1830 万円

譲与税・交付金　4.5％
2 億 7442 万円

民生費　25.0％
15 億 3678 万円

教育費　10.9％
6 億 7031 万円

その他　0.2％
　　988 万円

議会費　1.5％
　9421 万円

公債費　11.0％
6 億 7424 万円

衛生費　9.9％
6 億 892 万円

土木費　10.8％
6 億 6521 万円

農林水産業費 8.0％
4 億 9321 万円

消防費　4.6％ 　 
2 億 8260 万円

支 出
（ 歳 出 ）

総務費　16.2％
9 億 9390 万円

地方交付税　減で厳しく
豊
か
で
安
心
と
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
へ

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
61
億
４
２
０
０
万
円

で
、前
年
度
対
比
１
・
９
％

の
減
で
す
。

　

収
入
（
歳
入
）
は
、
自

主
財
源
の
確
保
に
努
め
な

が
ら
も
６
億
３
千
万
円

余
り
の
財
源
不
足
が
生

じ
、
財
政
調
整
基
金
で
調

整
し
て
い
ま
す
。
町
税

（
６
億
４
４
３
２
万
６
千

基
本
に
健
全
財
政
へ
の
取

り
組
み
を
強
化
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
配
分
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

人
件
費
や
公
債
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
は

24
億
７
２
２
１
万
円
で

全
体
の
40
・
３
％
を
占

め
、
投
資
的
経
費
は

８
億
７
３
４
７
万
円
と
前

年
度
対
比
で
18
・
３
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
定
例
会
が
３
月
３
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
な
ど
人
事
案
３
件
に
同
意
し
ま
し
た
。
議
案
第

１
号
か
ら
第
25
号
ま
で
は
予
算
等
審
査
特
別
委
員

　

費
用
対
効
果
の
見
直
し

　

財
源
不
足
は
基
金
で
調
整

交流駅は元屋町が候補地に
　　　☞　町民への情報提供を

歳出 歳入

　28 年度では「かるまい交流駅」候補地選定の
ための予算を計上し、今後の整備は補正予算で対
応するとしています。町商工会館と交流施設、図
書館、公民館等の機能を備えた多目的複合文化施
設の整備です。
　候補地は、元屋町の旧馬検場跡地ですが、町民
の中では「狭いのではないか」という意見も出さ
れており、今後、施設内容について町民への説明
が課題ではないでしょうか。

写
真
は
現
在
、
元
屋
町
で
開
か

れ
て
い
る
市
日

商工費　1.9％
1 億 1268 万円

※歳入歳出とも金額はすべて 1 万円未満を切り捨てています
※グラフ中の「％」は構成比を表しています

☆国民健康保険特別会計　　　    15 億 3000 万円
☆介護保険特別会計 　　　     　　　　7500 万円
☆下水道事業特別会計　　　   　   1 億 6830 万円
☆後期高齢者医療特別会計   　　　   　8680 万円
☆水道事業会計  収益的収入　3 億 9120 万４千円
　　　　   　　　　　   支出　3 億 9102 万 8 千円

雇用促進、イベント開
催等にかかるお金

デジタル防災無線、町
民バス等にかかるお金

保育園、児童手当、医療
費給付、高齢者・障がい
者福祉にかかるお金

道路や町営住宅の維持
管理等にかかるお金

消防・防災活動にかかるお金

会
に
付
託
。
施
政
方
針
演
述
で
山
本
町
長
は
、
地

方
交
付
税
の
減
額
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

豊
か
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
社

会
の
創
造
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

ぎかいの視点

小・中学校、給食、生
涯学習活動、いわて国
体等にかかるお金

町が借りたお金の返
済にかかるお金

山内地区センター整備、養鶏生産
基盤育成強化事業等にかかるお金

各種検診、予防接種、
ごみ収集等にかかるお金

円
）
は
前
年
度
対
比
２
・

５
％
増
で
、
個
人
町
民
税

と
固
定
資
産
税
が
増
え
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
は

27
億
３
５
４
０
万
円
で
前

年
度
対
比
７
７
６
０
万

円
減
。
借
入
金
の
町
債

は
８
億
１
８
３
０
万

円
で
前
年
度
対
比

１
億
３
５
５
０
万
円
、

19
・
８
％
増
え
て
い
ま
す
。

事
業
の
見
直
し
な
ど
収
入

に
見
合
う
歳
出
の
抑
制
を

　

支
出
（
歳
出
）
は
、
費

用
対
効
果
の
検
証
、
事
務

特別会計・公営企業会計予算

依存財源
　　74.3％

国や県、借入金
からの収入

町で集めた収入

自主財源
　　25.7％

繰入金　10.4％
 6 億 4050 万円

町税　10.5％
6 億 4432 万円

諸収入　2.0％
1 億 2222 万円

その他 2.8％
1 億 6930 万円

基 金 な ど か ら
持ってくるお金

町民の皆さんから納め
ら れ る お 金（ 町 民 税、
固定資産税など）

行政の格差をなくすた
め国が交付するお金

国や銀行から
借りるお金

国や県からの補
助金・委託金な
どのお金

地方消費税、ゴルフ場利用税
など国から交付されるお金

予算の内訳と解説

特別会計・公営企業会計予算
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小
中
学
校
の
学
力
向
上
支
援

員
や
英
語
指
導
助
手
の
配
置
、

英
語
・
漢
字
検
定
助
成
、
外
部

講
師
の
学
習
会
開
催
な
ど
、
個

別
指
導
に
よ
る
学
力
向
上
を
図

る
ほ
か
、
県
立
軽
米
高
校
生
徒

へ
の
バ
ス
通
学
費
や
給
食
費
の

助
成
、
学
力
向
上
支
援
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
軽
米
町

実
行
委
員
会
に
２
２
６
４
万
６

千
円
の
補
助
金
で
す
。
軟
式
野

球
競
技
の
円
滑
な
運
営
と
県
内

外
か
ら
の
来
場
者
へ
の
温
か
い

お
も
て
な
し
で
、
軽
米
町
を
全

国
発
信
で
き
る
絶
好
の
機
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

山
内
地
区
の
拠
点
施
設
を
建
設

　

山
内
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
の
老
朽

化
に
伴
う
山
内
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
に

１
億
５
４
４
８
万
５
千
円
。
町
単
独
事
業

で
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
。
地
区
負
担

を
現
在
協
議
中
。
旧
山
内
小
学
校
跡
地
に

約
４
２
０
平
方
㍍
の
面
積
。
地
区
の
中
核

施
設
と
し
て
、
ま
た
今
後
の
老
朽
化
施
設

の
改
築
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。

観光イベント
冬に新規開催

1006 万円

　町観光協会は、春のチューリップフェス
ティバルから始まり、芝桜、夏まつり、秋
まつりに続く新たな冬の観光イベントを開
催します。
　冬期間の誘客事業として、「冬の厳しい
かるまい」を逆手にとり、冬の賑わい創出
と町中心街の活性化を目指し、（仮称）「か
るまい冬灯り＆ HIGH キューフォトロケー
ション 2016」を開催します。イルミネー
ションのほか、漫画の聖地として話題と
なっている町の活性化に期待します。

１
億
５
４
４
８
万
円

平成 28 年度の

目玉事業は

 これだ !

　

地
域
の
自
主
的
・
主
体
的
活
動
支
援
の

た
め
、行
政
区
活
動
交
付
金
７
３
６
万
円
、

地
域
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
６
０
０
万

円
、
協
働
参
画
地
域
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
支
援
金
１
５
０
万
円
に
よ
り
、
地
域

課
題
の
解
決
と
快
適
で
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
に
努
め
、
結
い
の
精
神
の
ま
ち
づ
く

り
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

地
域
の
自
主
的
活
動
支
援
を
継
続

１
４
８
６
万
円

小
中
高
の
学
力
向
上
を
支
援

４
１
９
０
万
円

い
わ
て
国
体
軟
式
野
球
開
催

２
２
６
４
万
円

　人口減少・高齢化の中
で、若い人が働ける場が
たくさんあればいいなと
思います。町の補助金な
どでプレミアム付き商品
券を販売してください。
町の活性化につながるこ
とを期待しています。

松橋 道
み ち こ

子
（向川原）

福田　智
さとし

（高清水）

玉田 弘
ひろえつ

悦
（下河南）

さん

さん

さん

　郊外の集落を巡ると一
人住まいの高齢者や、老
夫婦だけの世帯が多いの
に驚く。先日元気だった
友人が救急搬送され、奥
さんの暮らしも変わって
しまった。介護施設の充
実を願いながら、処する
術を案じねばならない。

　町道参勤街道線は、二
戸市から八戸市への最短
ルートで車の通行量は
年々増えています。しか
し道路の幅は狭く、歩道
もなく危ない道路です。
参勤街道線の道路改良事
業が計画通り進むことを
願っています。

プレミアム付商品券販売を

介護施設の充実が必要

参勤街道線改良の実施願う

 
 
 
 
 

 まちの声おらも

言いたい‼
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⑮
商
標
権
の
侵
害
に
対
し

10
万
円
を
賠
償
す
る
内
容

【
議
案
⑯
】　

平
成
23
年
３

月
の
東
京
電
力
㈱
原
子
力

発
電
所
事
故
被
害
に
よ
る

損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
相

手
方
が
応
じ
な
い
た
め
賠

償
額
１
０
９
万
３
１
１
０

円
を
支
払
う
よ
う
、
原
子

力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー
に
対
し
て
あ
っ
せ

ん
を
求
め
る
内
容
で
す
。

３月定例会で

決まったこと

新
過
疎
計
画　
　

 

策
定
を
議
決

引
下
げ
と
若
年
層
の
引
上

げ
を
す
る
内
容
で
す
。

【
議
案
⑭
⑮
】　

損
害
賠
償

の
額
の
決
定
及
び
和
解
に

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

⑭
落
雪
事
故
に
よ
る
破
損

に
対
し
15
万
８
７
６
０
円

を
賠
償
す
る
内
容

新
制
度
で
の
農
業
委
員
会
委
員
12
人
に
同
意

【
議
案
⑧
】　

特
別
職
の
職

員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会

法
の
改
正
に
伴
い
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

報
酬
を
追
加
し
、
年
額

24
万
１
千
円
と
す
る
内
容

で
す
。

【
議
案
⑨
】　

一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
県
人
事
委
員
会
勧

告
に
沿
っ
て
平
成
27
年
度

の
勤
勉
手
当
を
年
０
・０

５
か
月
引
上
げ
る
ほ
か
、

28
年
度
給
与
は
高
齢
層
の

特
別
職
報
酬
を
追
加

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

【歳入】
・普通交付税　　　　　　　（地方交付税 406 万円）
・地方公共団体情報セキュリティ強化対策費補助金
　　　　　　　　　　　　　（国庫補助金 580 万円）

・年金生活者等支援臨時福祉給付事業関係
　　　　　　　　　　　　 （国庫補助金 5089 万円）

・財政調整基金繰入金　　  （基金繰入金 2199 万円）
【歳出】
・ネットワーク強靭化システム構築事業
　　　　　　　　　　　　（総務管理費 2909 万円）

・年金生活者等支援臨時福祉給付事業関係
　　　　　　　　　　　　 （社会福祉費 5089 万円）

・除雪業務委託料　　　（道路橋りょう費 800 万円）

平成 27 年度一般会計予算を増額

67 億 9916 万円に
一般会計補正予算（第６号）

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています

平成 27年度会計別歳入歳出予算（３月 16日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計 9465 万円 67 億 9916 万円

特
別
会
計

国民健康保険 － 15 億 6268 万円
後期高齢者 － 9493 万円
介護保険 － 7759 万円
下水道事業 4万円 1億 7490 万円

　

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

坂上　清
きよし

  さん

　【再】（山口）

田端　守
まもる

 さん

　【新】 （下晴山）

教
育
委
員
に
田
端
さ
ん

農業委員に 12 名
※敬称略、（　）は行政区

西舘　徳松（蛇口）
福田　光雄（上野場）
本田　健耕（本町）
中里　照夫（軽米駒木）
古里　典子（下晴山）
苅谷　雅行（苅敷山）
下谷地敦雄（下谷地渡）
山田　一夫（仲軽米）
畑林　悦男（屋敷）
鶴飼　栄一（鶴飼）
泉山　和彦（下円子下組）
内澤　初蔵（向高家）

人
事
案
件
す
べ
て
に
同
意

計 

画 

期 

間

平
成
28
年
度
～
32
年
度

一
般
職
給
与
を
改
正

和
解
案
２
件
を
可
決

損
害
賠
償
の
あ
っ
せ
ん

特
別
職
・
一
般
職
の
給
与
等
改
正

３
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

【
議
案
⑰
⑱
⑲
】　

27
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
で
、
国
の
補
正
予

算
対
応
な
ど
で
９
４
６
５

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総

額
で
67
億
９
９
１
６
万
１

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

27
年
度
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
４
万
７
千
円
増
の

１
億
７
４
９
０
万
円
に
な

り
ま
し
た
。（
下
記
参
照
）

　

27
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
、

収
益
的
支
出
を
19
万
２
千

円
増
額
し
ま
し
た
。

≪３月定例会≫　主な議案と議決内容
　※提案された全議案は８ページに表決結果とともに掲載してあります

軽米町過疎地域自立促進計画の事業概要

一
般
会
計
約
１
億
円
増
額

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
は
、
地
方
債
（
町
の
借

入
金
）
の
過
疎
対
策
事
業

債
（
以
下
「
過
疎
債
」）

を
発
行
す
る
際
に
策
定
が

義
務
付
け
ら
れ
た
計
画

で
、
元
利
償
還
金
の
70
％

が
普
通
交
付
税
で
措
置
さ

れ
る
財
政
的
に
有
利
な
も

の
で
す
。
事
業
計
画
に
は

こ
れ
ま
で
も
町
道
や
農
林

道
、
上
下
水
道
施
設
、
公

営
住
宅
、保
健
福
祉
施
設
、

学
校
施
設
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
計
画
の
策
定
で
、
今

後
５
年
間
に
想
定
さ
れ
る

事
業
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。新
た
な
事
業
で
は「
交

流
駅
（
仮
称
）
整
備
事
業
」

が
あ
り
ま
す
。

　

過
疎
債
は
、
利
用
で
き

る
枠
（
金
額
）
は
年
度
ご

と
に
県
と
の
協
議
が
必
要

な
た
め
、
計
画
的
な
事
業

実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

交
流
駅
を
新
た
に
計
画

過
疎
債
活
用
へ
の
計
画

①産業の振興　〔農林業基盤整備、交流駅　など〕

②交通通信体系、情報化、地域間交流
　〔道路、デジタル防災無線、行政区活動交付金　など〕
③生活環境の整備
　〔上下水道、廃棄物処理、火葬場、町営住宅　など〕
④高齢者等の保健福祉の向上・増進
　〔総合保健福祉センター、各種医療費助成　など〕
⑤医療の確保〔医師会等の事業費、講演会　など〕
⑥教育の振興
　〔スクールバス整備、地区センター整備　など〕
⑦地域文化の振興
⑧集落の整備〔若者定住促進住宅　など〕
⑨その他地域の自立促進に必要な事項

現在の軽米小学校建設の際にも過
疎対策事業債が活用されています
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≪３月定例会≫　討論
　※本会議場での発言要旨を掲載、〇の数字は関連する議案番号

≪３月定例会≫　討論
　※本会議場での発言要旨を掲載、〇の数字は関連する議案番号

３月定例会

最終本会議

最終本会議での表決結果　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　議案名（○数字は議案番号）

中
里
宜
博

中
村
正
志

田
村
せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山
勝
志

舘
坂
久
人

茶
屋　

隆

大
村　

税

松
浦
満
雄

本
田
秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本
幸
男

賛成 反対 結果

①軽米町過疎地域自立促進計画の策定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 ２

可決

②軽米町行政手続条例の一部改正
③軽米町行政不服審査会条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 １

④軽米町情報公開条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 ２
⑤軽米町個人情報保護条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 １
⑥町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例及
び一般職の職員等の旅費に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 13 0
⑦人事行政の運営等の状況の公表に関する条
例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 １
⑧特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に
関する条例の一部改正
⑨一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
⑩町税条例の一部改正
⑪町固定資産評価審査委員会条例の一部改正
⑫町手数料条例の一部改正
⑬町農林業用施設整備事業分担金徴収条例の一部改正
⑭損害賠償の額の決定及び和解（雪害事故）
⑮損害賠償の額の決定及び和解（商標権侵害）
⑯あっせんの申立て（東電㈱原子力発電所事故）
⑰ 27 年度一般会計補正予算（６号）
⑱ 27 年度下水道事業特別会計補正予算（２号）
⑲ 27 年度水道事業会計補正予算（２号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 13 0

⑳ 28 年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 12 １

㉑ 28 年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 ２
㉒ 28 年度下水道事業特別会計予算
㉓ 28 年度介護保険特別会計予算
㉔ 28 年度後期高齢者医療特別会計予算
㉕ 28 年度水道事業会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 13 0

　※同意案３件は全員賛成で同意されました（６ページ参照）

第８回臨時会
（平成 28 年３月 28 日開催）

【
議
案
①
②
③
④
⑤
】　

平

成
27
年
度
軽
米
町
一
般
会

計
予
算
な
ど
特
別
会
計
を

含
む
５
会
計
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
支

出
見
込
額
の
確
定
や
補
助

金
等
の
額
の
決
定
に
伴

い
、
実
際
の
執
行
金
額
に

合
わ
せ
て
補
正
す
る
な
ど

の
内
容
で
す
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

※
各
会
計
ご
と
の
補
正
金

額
及
び
総
額
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

平
成
27
年
度
予
算

５
会
計
を
最
終
補
正

【歳入】
・町税　　　　　　　　　　　　（町民税等 5715 万円）
・地方消費税交付金　    （地方消費税交付金 3747 万円）
・国民健康保険基盤安定負担金  （国・県負担金 875 万円）
・地方創生加速化交付金　  　  （国庫補助金 1405 万円）

【歳出】
・役場庁舎改修工事関係費    （総務管理費△ 8573 万円）
・知事及び県議、農業委員選挙関係費
　　　　　　　　　　　　　　   （選挙費△ 1632 万円）

・情報発信、特産品窓口一元化、販路開拓事業等委託料
　　　　　　　　　　　　　   　　（商工費 1387 万円）

平成 27 年度一般会計予算の最終補正

総額 64 億 8964 万円 一般会計補正予算（第７号）

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています

平成 27年度会計別歳入歳出予算（３月 28日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計 △3 億 952 万円 64 億 8964 万円

特
別
会
計

国民健康保険 △ 3480 万円 15 億 2788 万円
後期高齢者 △ 364 万円 9129 万円
介護保険 △ 989 万円 6770 万円
下水道事業 △ 1697 万円 1億 5792 万円

❀❀❀　主な補正予算の内容　❀❀❀

川原木芳蔵
議員

　全議案に賛成する。特に
も 28 年度一般会計予算は
地方交付税の大幅な減額が
予想される厳しい中、総額
61 億 4 千万円を確保した。
27 年度と比較しても農林
水産業費、土木費、商工費
などに新たな施策を積極的
に導入し、町の課題に的確
に対応した予算である。

賛　成
全議案に

　また「軽米町人口ビジョン・総合戦略」に基づ
いた施策が随所に反映され、町民との協働を基本
に、活力ある町づくりへの積極的な姿勢が感じら
れる予算編成である。

中村 正志
議員

①過疎計画に、図書館・公
民館のほか「交流駅」をキー
ワードに賑わい創出事業を
計画。過疎対策事業債は７
割が交付税措置されるので
財政面も考慮されている。
⑦人事評価制度は、民間等
では行っており、公務員も
全体の奉仕者として信頼さ
れる職員をめざすべき。

賛　成
全議案に

⑳ 28 年度一般会計予算は、子育て支援などソフ
ト事業が満載で、町民と一体に協働参画が期待で
きる内容である。
㉑国保会計に一般会計から繰り入れ、保険者負担
を増やすことなく運営する姿勢を高く評価する。

古舘機智男
議員

①過疎計画に人口減対策や
子育て支援などソフト事業
への活用がない。また入浴
施設の計画を入れるべき。
②～⑤行政不服審査法の改
正は、申立人側ではなく、
行政側の都合によるもので
あり反対。
⑦人事評価を制度化しよう
とするものだが、役場の仕

反　対

事は評価が難しい。新たな制度は必要ない。
⑳第５次行革大綱の取組、介護保険新制度への不
十分な体制、企業のための仕事が多いなど、１年
の要である予算内容と、町長の基本姿勢に疑問。
㉑短期保険証の発行は廃止すべきである。

山本 幸男
議員

①過疎地域自立促進計画に
は「交流駅」が盛り込まれ
ているが、町民待望の入浴
施設は入っていない。賑わ
いの創出、元気で健康な町
づくには入浴施設が不可欠
であり、本計画には反対。　
㉑財政運営が厳しい国保会
計への一般会計からの繰り
入れには敬意を表する。し

反　対

かしながら、依然として国保税の町民負担は重く、
更に短期保険証の発行によって町民が心苦しさを
感じている。短期保険証はやめるべきである。

議案①②③④
　　⑤⑦⑳㉑に 議案①㉑に
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し
た
い
。

【
問
】
通
学
路
の
車
門
か
ら

岩
崎
へ
の
国
道
の
歩
道
が
途

切
れ
て
非
常
に
危
険
。
以
前

か
ら
指
摘
・
要
望
し
て
い
る

が
改
善
が
見
ら
れ
な
い
。

【
教
育
次
長
】
学
校
を
通
じ

危
険
個
所
を
認
識
し
て
い

る
。
岩
手
県
二
戸
土
木
セ
ン

タ
ー
へ
要
望
し
て
い
る
が
、

予
算
等
も
あ
り
実
現
に
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

【
町
長
】
優
先
順
位
を
決
め

て
き
っ
ち
り
対
応
し
て
い
き

た
い
。

【
問
】
町
内
保
育
園
の
待
機

　
３
月
３
日
招
集
の
本
会
議
で
提
案
さ
れ
た
議
案
内

容
を
審
査
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
軽
米
町
一
般
会

計
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会（
細
谷
地
多
門
委
員
長
）

を
設
置
し
、
議
案
25
件
を
付
託
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
３
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
同
委
員

会
で
の
各
委
員
か
ら
の
質
問
と
町
当
局
の
答
弁
内
容

に
つ
い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

≪３月定例会≫　平成 28 年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会委員長報告
６
日
間
に
わ
た
る
審
議

　
28
年
度
予
算　

編
成
方
針
を
問
う

議
案
８
件
に
反
対
意
見
も
、
全
議
案
を
可
に

　
付
託
さ
れ
た
25
件
に
つ

い
て
、
６
日
間
に
わ
た
り

慎
重
審
査
し
た
。

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
策
定
に
は
、
総
合
発

展
計
画
と
の
整
合
性
、
か

る
ま
い
交
流
駅
の
建
設
計

画
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。

　
第
５
次
行
政
改
革
大
綱

に
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
等
町
民
の
声
を
い
か

に
反
映
さ
せ
る
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
工
夫
・

充
実
が
必
要
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
28
年
度
一
般
会
計
予
算

で
は
、
町
当
局
か
ら
歳
入

に
記
載
漏
れ
の
事
業
が
あ

り
６
月
補
正
で
お
願
い
し

た
い
と
の
こ
と
。

　
同
じ
く
歳
出
で
は
ふ
る

さ
と
納
税
、
通
学
路
の
安

全
確
保
、
大
川
宇
八
郎
翁

生
誕
地
と
し
て
の
シ
ン
ボ

ル
が
必
要
、
保
育
園
の
民

営
化
、
軽
米
高
等
学
校
存

続
へ
の
町
独
自
の
取
組
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
協
議
会
と
連
絡
会
と
の

役
割
分
担
、
軽
米
牛
の
消

費
拡
大
、
大
規
模
林
道
用

地
取
得
に
か
か
る
所
有
権

移
転
未
登
記
問
題
へ
の
対

応
、
物
産
交
流
館
の
土
曜

開
館
な
ど
に
質
疑
が
あ
っ

た
。

　

一
部
反
対
意
見
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
議
案

第
１
号
、２
号
か
ら
５
号
、

７
号
、
20
号
、
21
号
は
賛

成
多
数
で
可
決
。
そ
の
ほ

か
は
、
全
会
一
致
で
可
と

決
し
た
。

【
問
】
交
流
駅
建
設
に
向
け

た
住
民
組
織
、
委
員
会
等
の

設
置
は
。

（
総
務
課
長
）
役
場
内
の
組

織
体
制
や
、
町
民
意
見
を
伺

う
委
員
会
を
作
る
か
今
後
検

討
し
た
い
。

【
問
】
人
事
行
政
運
営
等
の

公
表
状
況
は
。

（
総
務
課
長
）
職
員
給
与
等

に
つ
い
て
は
毎
年
、
広
報
か

る
ま
い
に
掲
載
し
て
い
る
。

【
問
】
地
方
交
付
税
の
歳
入

予
算
が
前
年
度
比
１
億
６
千

万
円
ほ
ど
に
減
額
し
た
理
由

と
、
金
額
確
定
の
時
期
は
。

（
総
務
課
長
）
27
年
度
の
国

勢
調
査
人
口
が
９
３
３
３
人

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
人
口
減

少
分
を
単
純
に
計
算
し
た
場

合
の
減
額
分
を
算
定
し
た
。

６
月
に
確
定
す
る
。

【
問
】
出
張
所
の
民
営
化
の

進
め
方
は
。

（
総
務
課
長
）
28
年
度
中
に

業
務
委
託
の
可
能
性
と
住
民

意
見
を
伺
っ
て
、
で
き
れ
ば

年
度
の
切
り
替
わ
り
で
移
行

細谷地 多 門
特別委員長

付託の議案 25 件を
すべて可と決した

【
問
】
過
疎
計
画
の
年
度
別

事
業
計
画
は
。

（
総
務
課
長
）
年
度
別
計
画

は
現
在
な
く
、
28
年
度
に
作

成
す
る
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
中
で
示
し
た
い
。

【
問
】
（
仮
称
）
か
る
ま
い

交
流
駅
の
年
度
別
計
画
は
。

（
総
務
課
長
）
財
源
等
が
未

確
定
の
た
め
現
時
点
で
年
度

別
計
画
は
な
い
。
不
動
産
鑑

定
料
を
28
年
度
予
算
に
計
上

し
て
い
る
。
用
地
取
得
し
29

年
度
に
基
本
設
計
と
実
施
設

計
、
30
年
度
に
工
事
着
手
な

ど
の
構
想
段
階
で
あ
る
。

【
問
】
交
流
駅
へ
の
整
備
内

容
は
。

（
町
長
）
現
段
階
で
は
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
図
書
館
、
ス

テ
ー
ジ
付
き
公
民
館
を
想
定

し
て
い
る
。

児
童
は
あ
る
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
現
在
は

出
て
い
な
い
。

【
問
】
病
後
児
保
育
の
検
討

は
。
遠
く
な
い
時
期
に
実
施

を
。

（
町
長
）
将
来
的
に
必
要
な

施
設
だ
と
思
う
の
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】
子
ど
も
子
育
て
支
援

シ
ス
テ
ム
の
改
修
内
容
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
国
の
医

療
費
助
成
の
対
象
が
低
所
得

者
に
対
し
て
拡
大
す
る
。
そ

の
た
め
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が

必
要
に
な
る
も
の
。

【
問
】
自
殺
予
防
対
策
の
事

業
予
定
は
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
養
成
、
啓
発
の

講
演
会
、
健
診
等
で
ケ
ア
を

充
実
さ
せ
た
い
。

【
問
】
県
の
結
婚
相
談
事
業

「
ア
イ
・
サ
ポ
」
の
周
知
が

不
足
し
て
い
な
い
か
。

（
健
康
福
祉
課
長
）
申
請
は

各
自
で
行
う
も
の
な
の
で
、

広
報
等
で
制
度
の
周
知
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
早
渡
地
区
環
境
調
査

業
務
委
託
の
事
業
内
容
は
。

（
町
民
生
活
課
長
）
最
終
処

分
場
建
設
計
画
に
対
し
て
の

住
民
勉
強
会
、
反
対
集
会
支

援
、
情
報
発
信
と
専
門
的
見

識
か
ら
の
指
導
等
を
予
定
し

て
い
る
。

【
問
】
繁
殖
雌
牛
増
頭
支
援

事
業
の
内
容
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
県
外
雌

牛
導
入
の
場
合
、
２
分
の
１

以
内
で
30
万
円
を
上
限
と

し
、
自
家
保
留
に
は
同
じ
く

10
万
円
を
上
限
に
予
算
内
で

補
助
す
る
。

【
問
】
養
鶏
生
産
基
盤
育
成

強
化
事
業
の
内
容
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
町
内
に

鶏
舎
を
新
築
し
、
町
居
住
者

２
名
以
上
を
新
規
に
雇
用
、

町
内
産
の
飼
料
用
米
又
は
鶏

糞
利
用
な
ど
資
源
循
環
型
農

業
に
取
り
組
む
こ
と
を
条
件

に
鶏
舎
建
築
費
用
の
10
分
の

１
以
内
、
上
限
１
５
０
０
万

円
を
予
算
内
で
補
助
す
る
。

【
問
】
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク

の
修
繕
料
の
内
容
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
施
設
修

繕
の
見
積
も
り
総
額
は
約

２
２
０
０
万
円
で
、
３
年
計

画
で
進
め
た
い
。
28
年
度
は

塗
装
修
繕
、
丸
太
遊
具
の
修

繕
等
を
予
定
し
て
い
る
。

【
問
】
薪
ス
ト
ー
ブ
等
利
用

拡
大
支
援
事
業
の
内
容
は
。

（
産
業
振
興
課
長
）
森
林
活

用
を
目
的
に
、
新
た
に
薪
ス

ト
ー
ブ
又
は
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト

ー
ブ
の
導
入
に
最
大
10
万
円

を
予
算
内
で
補
助
す
る
。

【
問
】
軽
米
高
校
教
育
振
興

会
補
助
金
の
内
容
は
。

（
教
育
次
長
）
軽
米
高
校
存

続
支
援
と
し
て
、
一
日
体
験

入
学
、
図
書
・
備
品
購
入
、

英
検
・
漢
検
受
験
、
給
食
費

の
一
部
な
ど
を
補
助
す
る
も

の
。

か
る
ま
い
交
流
駅

用
地
取
得
へ
調
査

通
学
路
の
安
全
確
保
を

新
過
疎
計
画
を
策
定

待
機
児
童
は
い
な
い

畜
産
振
興
に
補
助
制
度

特
別
委
員
会

役場出張所の民間委託を検討
（写真は小軽米出張所）丸太遊具の修繕を計画
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9 人が一般質問に登壇

　第７回定例会の一般質問は、３月７
日に４人が、８日に５人が行い、町当
局に対して 20 項目について質問しま
した。各議員の質問要旨と町当局の回
答・姿勢についてご紹介します。

質問議員 質問事項

茶屋　隆　議員
（13 ページ）

　ふるさと納税について
　町道の舗装、通学路の整備について

中村正志　議員
（14 ページ）

　再生可能エネルギー推進と雇用創出、町民周知について
　産業廃棄物等最終処分場建設計画の反対運動について
　生涯学習の町宣言 30 年を迎えての新たな生涯学習推進策について

細谷地多門　議員
（15 ページ）

　ＴＰＰに関する農業政策について
　まちづくりについて（平成 28 年度予算など）
　町道の維持管理について

田村せつ　議員
（16 ページ）

　子育て環境（子どもの遊び場）について

中里宜博　議員
（17 ページ）

　鶏糞バイオマス発電所の稼働に向けた対応について
　消防団員のＯＢ制について

古舘機智男　議員
（18 ページ）

　巨大メガソーラーと軽米の将来について
　雪谷川を中心とした町づくりについて
　町長の施政方針演述について（首長としての誇り、気概を示せ）

大村　税　議員
（19 ページ）

　地方創生事業対策等進捗状況と具体策について

松浦満雄　議員
（20 ページ）

　かるまいテレビについて
　行政改革について
　再生可能エネルギーの推進について（太陽光発電）

山本幸男　議員
（21 ページ）

　「かるまい交流駅」について
　いわて国体について

　第７回定例会

※質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。

一般質問

茶屋　隆 議員

【
質
問
】
ふ
る
さ
と
納
税

の
実
績
と
、
町
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
う
。

【
町
長
】
27
年
度
は
２
月

末
現
在
で
、
56
人
の
方
か

ら
１
１
４
万
７
千
円
を
寄

付
い
た
だ
い
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
納
税
は
20
年
度
か

ら
取
り
組
み
始
め
、
26
年

度
に
は
お
礼
品
を
見
直
し

充
実
を
図
っ
た
。
寄
付
金

額
の
１
万
円
、
３
万
円
、

５
万
円
ご
と
に
段
階
を
設

け
て
お
礼
品
の
金
額
設
定

を
し
、
11
か
ら
18
種
類
の

商
品
か
ら
セ
ッ
ト
内
容
を

選
択
い
た
だ
く
形
に
し
て

い
る
。

【
再
質
問
】
他
市
町
村
と

比
較
し
て
金
額
が
低
い
と

感
じ
る
。
カ
ー
ド
支
払
い

な
ど
他
市
町
村
の
シ
ス
テ

ム
を
参
考
に
し
て
は
。

【
町
長
】
他
市
町
村
と
比

較
す
る
と
低
い
実
績
で
は

あ
る
が
、
11
件
、
45
万
円

だ
っ
た
26
年
度
と
比
較
す

る
と
着
実
に
成
果
が
出
て

い
る
。
今
後
も
多
く
の
方

に
興
味
を
も
っ
て
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
お
礼
品

の
見
直
し
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
改
善
な
ど
環
境
整
備

を
し
て
い
き
た
い
。

Ｂ＆Ｇ前の通学路に
　安全な歩道の整備を

歩道整備の計画はなく
　安全対策に向け協議する

ふ
る
さ
と
納
税
が
低
調

　
他
を
参
考
に
し
て
は

興
味
を
持
た
れ
る
よ
う
に

　

環
境
を
整
備
し
て
い
た
い

問答

【
質
問
】
町
内
の
未
舗
装

道
路
、
町
道
整
備
の
請
願

が
採
択
さ
れ
た
路
線
な
ど

の
整
備
計
画
の
検
討
状
況

を
伺
う
。

【
町
長
】
未
舗
装
道
路
の

多
く
は
幅
員
が
狭
い
な
ど

補
助
や
起
債
の
導
入
が
困

難
で
、
町
単
独
で
の
整
備

と
な
る
。
緊
急
性
と
財
政

面
か
ら
総
合
的
に
検
討

し
、計
画
的
に
進
め
た
い
。

【
質
問
】
冬
期
間
に
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
駐
車
場
に
も

な
る
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
前
は

道
幅
が
狭
く
、
通
学
路
と

し
て
非
常
に
危
な
い
。
歩

道
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル

前
の
町
道
本
町
徳
楽
寺
線

は
、
28
年
度
に
側
溝
の
修

繕
を
予
定
し
て
い
る
が
現

在
、歩
道
の
計
画
は
な
い
。

通
学
路
の
安
全
対
策
に
向

け
町
通
学
路
安
全
推
進
会

議
等
で
協
議
し
た
い
。

問

答

Ｂ＆Ｇプール前の道路（写真）には歩道が無く道幅も狭いた
め通学路として子供たちが通うには危険が伴います

一般質問
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一般質問

【
問
】
生
涯
学
習
の
町
宣

言
か
ら
30
年
目
を
迎
え
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
新
た
な
生
涯
学
習
推

進
策
の
考
え
方
は
。

【
町
長
】
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
町
民
が
自
発
的

に
学
習
、
参
加
で
き
る
推

進
体
制
を
継
続
・
発
展
さ

せ
、
時
代
の
変
化
に
応
じ

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

【
問
】
30
年
の
節
目
で
の

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
。

【
町
長
】
30
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
た
い
。

【
問
】
町
民
体
育
祭
の
見

中村正志 議員

生涯学習フェスティバルは住民主体のイベントとして取り組まれ、
28 年度で 15 回目を迎えます

問 生涯学習の町宣言 30 年は
答 30 周年記念イベントを計画

一般質問

細谷地多門 議員

【
質
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
※
）
の

意
義
と
定
義
、
発
動
時
期

等
を
伺
う
。

【
産
業
振
興
課
長
】
日
本

を
含
む
太
平
洋
周
辺
12
か

国
で
貿
易
の
関
税
撤
廃
に

よ
り
完
全
自
由
化
を
め
ざ

す
包
括
的
経
済
連
携
協
定

で
本
年
２
月
４
日
に
調
印

さ
れ
た
。
以
後
２
年
以
内

に
す
べ
て
の
国
で
批
准
さ

れ
る
と
正
式
発
効
す
る
。

【
質
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
・

発
動
に
伴
う
本
町
農
林
業

等
へ
の
影
響
と
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
産
業
振
興
課
長
】
協
定

内
容
・
条
件
等
が
現
時
点

で
明
確
で
な
く
、
本
町
へ

の
影
響
は
想
定
で
き
て
い

な
い
。
県
の
試
算
で
は
重

要
５
品
目
の
う
ち
コ
メ
、

牛
肉
、
豚
肉
が
安
価
で
輸

入
さ
れ
た
場
合
、
国
産
価

格
の
下
落
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
本
町
基
幹
産
業
へ
の

影
響
も
想
定
さ
れ
る
。
国

は
27
年
度
補
正
予
算
と
、

28
年
度
予
算
等
で
対
策
を

講
じ
る
と
し
て
お
り
こ
う

し
た
事
業
の
活
用
、
情
報

収
集
に
努
め
た
い
。

ＴＰＰの打撃と影響
　その対応策はいかに

基幹農林業への影響を懸念
　国の補正予算等を積極活用

28
年
度
予
算
の
柱
は

子
育
て
支
援
充
実
と
雇
用
創
出

問答

【
質
問
】
平
成
28
年
度
予

算
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
主
眼
と
柱
を
伺
う
。

【
町
長
】
豊
か
で
安
心
し

た
生
活
と
魅
力
あ
る
地
域

社
会
の
創
造
を
主
眼
と

し
、
子
育
て
支
援
の
一
層

の
充
実
、
雇
用
の
創
出
に

重
点
的
に
取
り
組
む
。

【
質
問
】
第
５
次
行
政
改

革
大
綱
の
内
容
を
示
せ
。

【
町
長
】
本
年
２
月
26
日

に
第
５
次
大
綱
を
策
定
し

た
。
第
４
次
大
綱
を
見
直

し
、
新
た
に
百
人
委
員
会

の
充
実
や
新
採
用
職
員
研

修
、
事
務
事
業
評
価
な
ど

７
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
。

大
雪
対
策
に
万
全
を
期
せ

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

除
雪
機
械
の
更
新
を
図
る

問答

【
質
問
】
雪
害
対
策
に
樹

木
等
の
計
画
的
伐
採
を
提

案
す
る
。
突
発
的
な
大
雪

等
へ
の
態
勢
は
万
全
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
必
要

に
応
じ
所
有
者
の
了
解
の

も
と
伐
採
を
行
っ
て
い

る
。
除
雪
は
通
常
、
町
有

機
械
10
台
、
委
託
８
台
で

実
施
し
異
常
降
雪
時
は
更

に
大
型
機
械
の
出
動
を
要

請
す
る
。
町
有
機
械
は
計

画
的
に
更
新
し
て
い
く
。

問

答

（
※
）
こ
と
ば
解
説

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
】

T
r
a
n
s
-
P
a
c
i
fi
c

　

p
a
r
t
n
e
r

s
h
i
p

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
の
頭

文
字
か
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と

呼
ば
れ
る
。

ＴＰＰが発動されれば牛肉やコメ
など、本町の基幹産業である農林
畜産物への影響が懸念されます

４
月
に
工
事
着
手
す
る
。

他
は
林
地
開
発
手
続
き
等

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
問
】
雇
用
創
出
状
況
は
。

【
町
長
】
鶏
糞
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
で
施
設
維
持

管
理
や
作
業
員
な
ど
で
15

～
20
人
程
度
。
太
陽
光
発

電
施
設
で
は
電
気
主
任
技

術
者
が
数
人
、
草
刈
や
パ

ネ
ル
清
掃
等
の
維
持
管
理

に
数
十
人
を
見
込
む
。

直
し
状
況
は
。

【
町
長
】
町
民
か
ら
広
く

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
開

催
方
法
等
を
検
討
し
て
い

く
。

【
問
】
公
民
館
、
図
書
館

整
備
へ
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
か
る
ま
い
交
流

駅
構
想
と
併
せ
て
生
涯
学

習
の
中
核
施
設
を
検
討

し
、
町
民
の
意
見
を
聞
く

機
会
も
作
り
た
い
。

【
問
】
産
業
廃
棄
物
等
最

終
処
分
場
建
設
計
画
の
反

対
運
動
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】
町
、
町
議
会
と

も
県
に
対
し
建
設
反
対
の

要
望
書
等
を
提
出
し
て
お

【
問
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
状
況
は
。

【
町
長
】
鶏
糞
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
は
５
月
完

成
、
９
月
に
事
業
開
始
予

定
。
山
内
西
ソ
ー
ラ
ー
は

り
、
今
後
も
施
設
設
置
許

可
の
審
査
状
況
、
事
業
者

の
動
向
を
注
視
し
、
洋
野

町
、
八
戸
市
と
の
情
報
交

換
に
努
め
る
。
引
き
続
き

住
民
勉
強
会
等
を
通
じ

て
、
今
後
の
活
動
に
つ
い

て
町
民
の
共
通
認
識
を
深

め
、
反
対
運
動
の
啓
発
に

取
り
組
み
、
町
と
町
民
一

丸
と
な
っ
た
運
動
を
展
開

し
て
い
く
。

再
エ
ネ
で
の
雇
用
創
出
は

太
陽
光
で
数
十
人
を
見
込
む

問

答

最
終
処
分
場
建
設
反
対
を

町
民
一
丸
の
運
動
を
展
開

問

答
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一般質問

田村せつ 議員

一般質問

中里宜博 議員

【
質
問
】
町
内
に
は
公
園

な
ど
外
で
遊
べ
る
場
所
が

無
く
、
そ
れ
が
子
ど
も
が

外
に
出
て
遊
ぶ
機
会
を
減

ら
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
遊
具
の
あ
る
公
園
を

整
備
す
る
こ
と
が
、
心
身

と
も
に
健
康
で
活
動
的
な

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
繋

が
り
、
子
育
て
支
援
施
策

の
一
つ
と
考
え
る
。

　

向
川
原
親
水
公
園
は
、

東
屋
が
老
朽
化
し
閑
散
と

し
て
い
る
。
遊
具
を
設
置

す
る
な
ど
、
明
る
い
イ

メ
ー
ジ
の
公
園
に
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

　

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
に
も
小
さ
な
子

ど
も
の
遊
び
場
が
な
い
。

家
族
や
町
民
が
触
れ
合
う

大
切
な
交
流
の
場
で
も
あ

ブランコや滑り台のほか、小さな子どもも楽しめるアニメキャラ
クターがデザインされた遊具も増えています（写真は晴山保育園）

問遊具のある公園整備を望む

答 十分な管理体制も必要であり
「交流駅」とともに整備したい

り
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ

る
遊
具
の
整
備
な
ど
を
提

案
す
る
。

【
町
長
】
誰
で
も
気
軽
に

安
心
し
て
利
用
で
き
る
公

園
の
整
備
は
、
子
育
て
環

境
を
整
え
る
う
え
で
重
要

と
考
え
る
。
た
だ
し
、
安

心
し
て
遊
ば
せ
る
環
境
に

は
十
分
な
管
理
体
制
も
必

要
で
あ
り
、
総
合
戦
略
で

計
画
す
る
「（
仮
称
）
か

る
ま
い
交
流
駅
」
と
併
せ

て
整
備
す
る
こ
と
を
考
え

た
い
。

　

ハ
ー
ト
フ
ル
・
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
は
、
平
た
ん
な

場
所
が
少
な
く
整
備
が
難

し
い
が
、
要
望
を
聞
き
な

が
ら
設
置
の
可
能
性
を
検

討
し
た
い
。

　

向
川
原
親
水
公
園
は
、

平
成
11
年
10
月
の
豪
雨
災

害
復
興
事
業
で
、
県
が
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環

と
し
て
整
備
し
、ベ
ン
チ
、

照
明
、
健
康
器
具
等
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
整
備
か

ら
10
年
以
上
が
経
過
し
老

朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
い

る
の
は
確
か
で
、
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
の
公
園
に
向
け

た
改
修
等
を
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
全
国
的
に
消
防

団
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
が
、
本
町
も

例
外
で
は
な
い
。近
年
は
、

特
に
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団

員
が
増
加
し
、
平
日
・
日

中
に
出
動
可
能
な
団
員
の

不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
消
防
団
Ｏ
Ｂ
制
度
を

取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い

か
。

【
町
長
】
本
町
消
防
団

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員

は
、
本
年
２
月
末
現
在
で

３
３
１
人
と
全
体
の
約

75
％
で
、
う
ち
15
％
が
町

外
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
。

消
防
団
員
Ｏ
Ｂ
制
は
、
災

害
時
に
限
定
し
て
活
動
す

る
機
能
別
団
員
と
し
て
全

国
的
に
も
導
入
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
地
域
の
消
防
防

町消防団にＯＢ制導入を

制度導入に向け調査検討したい

発
電
施
設
周
辺
の

　
道
路
安
全
対
策
を

パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
し

　

安
全
確
保
に
務
め
る

問答

【
質
問
】
鶏
糞
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
所
が
本
年
中
に
本

格
稼
働
と
聞
く
。
大
型
車

両
が
数
十
台
と
往
来
す
る

こ
と
で
ア
ク
セ
ス
道
の
町

道
外
川
目
晴
山
線
等
の
損

傷
な
ど
心
配
さ
れ
る
。
特

に
も
周
辺
住
民
が
不
安
を

感
じ
な
い
よ
う
な
対
応
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
地
域
整
備
課
長
】
こ
れ

ま
で
も
損
傷
個
所
を
確
認

し
な
が
ら
舗
装
修
繕
を
実

施
し
て
い
る
。
施
設
稼
働

後
は
、
周
辺
道
路
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
な
が

ら
、
住
民
不
安
の
解
消
と

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

【
再
質
問
】
交
通
安
全
や

鶏
糞
の
臭
い
な
ど
、
稼
働

し
て
か
ら
で
な
い
と
分
か

ら
な
い
部
分
も
あ
る
と
思

う
。
周
辺
住
民
の
不
安
解

消
に
、
町
の
素
早
い
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

【
町
長
】
企
業
側
に
も
申

し
上
げ
な
が
ら
、
町
で
も

注
意
を
払
っ
て
い
き
た

い
。

問

答

災
力
の
強
化
に
有
効
な
制

度
で
あ
り
、
調
査
研
究
し

な
が
ら
導
入
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。
併
せ
て
、
町

内
事
業
所
に
も
有
事
の
際

の
団
員
出
動
へ
協
力
を
お

願
い
し
て
い
く
。

【
再
質
問
】
消
防
団
員
と

し
て
の
間
口
を
広
げ
る
意

味
で
も
、
Ｏ
Ｂ
制
を
含
む

機
能
別
消
防
団
員
の
早
急

な
実
現
を
要
望
す
る
。

消防団は操法訓練や夜警、消防演習など幅広く活動していますが引退後
もその経験を生かし消火活動などに限定し活動するＯＢ制を提案します

子どもたちが遊べるような遊具のある
公園整備が必要です（向川原親水公園）
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一般質問

古舘機智男 議員

一般質問

大村　税 議員

【
質
問
】
軽
米
町
総
合
戦

略
策
定
後
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。

【
町
長
】「
軽
米
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
は
、

策
定
委
員
会
か
ら
の
意
見

を
も
と
に
平
成
27
年
10
月

に
策
定
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
広
く
意
見
を
い

た
だ
き
本
年
２
月
に
同
委

員
会
か
ら
承
認
い
た
だ
い

た
。
今
後
、
各
事
業
の
着

実
な
推
進
を
図
る
。

【
質
問
】
総
合
戦
略
で
掲

げ
る
「
働
く
場
が
確
保
さ

れ
る
町
」
な
ど
５
つ
の
目

指
す
姿
勢
が
計
画
で
終
わ

ら
な
い
よ
う
、
具
体
的
な

施
策
を
予
算
化
し
、
町
民

に
も
示
し
な
が
ら
共
通
理

解
の
も
と
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
は
な
い
か
。

雑穀レシピの実演が行われた食と健康セミナー。総合戦略の実
現にはこうした地域資源を生かした取り組みが必要です

問総合戦略実現の具体策は

答 検証組織とＰＤＣＡを実践
　協働推進に人材育成を図る

【
町
長
】
総
合
戦
略
の
進

捗
管
理
と
検
証
す
る
組
織

を
立
ち
上
げ
、毎
年
度「
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ 

サ
イ
ク
ル
（
※
）」

に
よ
り
見
直
し
し
な
が
ら

進
め
る
。
人
材
の
育
成
・

確
保
に
努
め
、
町
民
と
行

政
が
相
互
に
知
恵
と
力
を

出
し
合
い
、
役
割
を
担
う

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
体
制

の
整
備
を
進
め
た
い
。

【
質
問
】
町
内
の
空
き
家

調
査
の
結
果
分
析
と
、
今

後
の
具
体
的
活
用
方
策
を

い
か
に
考
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
26
年
度
調
査
で

は
空
き
家
が
約
３
０
０
戸

確
認
さ
れ
、
27
年
度
は
そ

の
詳
細
を
調
査
し
貸
借
等

が
可
能
な
の
は
５
戸
で

あ
っ
た
。
今
後
も
空
き
家

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
、
定

期
的
な
調
査
と
空
き
家
バ

ン
ク
や
安
全
対
策
な
ど
も

検
討
し
、
適
切
な
対
策
を

進
め
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
は
、
観
光
・
特

産
品
開
発
な
ど
全
国
で

１
千
５
百
人
超
が
活
躍
し

て
い
る
。
経
費
は
特
別
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
と
の

こ
と
。本
町
で
も
導
入
し
、

総
合
戦
略
の
推
進
を
着
実

に
進
め
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
マ
ン
パ
ワ
ー
と

人
材
育
成
は
非
常
に
大
事

と
考
え
て
い
る
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
は
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

（
※
）
こ
と
ば
解
説

【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
】

　

事
業
活
動
に
お
け
る
生

産
管
理
や
品
質
管
理
な
ど

の
管
理
業
務
を
円
滑
に
進

め
る
手
法
の
一
つ
。P

l
a
n

（
計
画
）
→ 

D
o

（
実
行
）

→ 
C
h
e
c
k

（

評

価

）

→ 

A
c
t

（
改
善
）
の 

４ 

段
階

を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
業
務
を
継
続
的
に
改

善
し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
と
呼
ば
れ
る
。

【
質
問
】
現
在
計
画
さ
れ

て
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事

業
は
巨
大
す
ぎ
る
。
自
然

の
山
を
削
り
、木
を
切
り
、

２
０
０
万
枚
を
超
え
る
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

こ
と
は
温
暖
化
防
止
や
低

炭
素
社
会
に
逆
行
す
る
も

の
で
、
町
の
豊
か
な
将
来

に
つ
な
が
る
と
は
思
え
な

い
。
計
画
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
農
山
村
活
性
化

計
画
で
は
、
林
地
開
発
行

為
面
積
を
町
林
野
面
積
の

10
％
以
下
に
設
定
し
、
自

然
環
境
へ
の
配
慮
と
林
地

等
の
有
効
活
用
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
整
備
に

当
た
っ
て
は
自
然
の
傾
斜

を
利
用
す
る
な
ど
造
成
は

最
小
限
に
抑
え
、
防
災
対

策
に
も
配
慮
し
進
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

【
質
問
】
稼
働
後
、
事
業

継
続
し
な
い
場
合
な
ど
の

現
状
回
復
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
か
。

【
町
長
】
事
業
を
廃
止
し

た
場
合
、
設
備
の
速
や
か

な
撤
去
と
適
法
な
リ
サ
イ

ク
ル
処
理
、
跡
地
を
実
施

前
状
態
に
戻
す
こ
と
な
ど

が
土
地
所
有
者
と
の
契
約

に
盛
り
込
ま
れ
る
。
い
ず

れ
も
事
業
者
の
責
任
で
原

状
回
復
し
費
用
負
担
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

巨大な太陽光発電計画
　自然に配慮し見直しを

開発は林野面積の１割以下に
　自然地形を有効利用していく

雪
谷
川
桜
並
木
の
管
理
を

大
切
に
維
持
管
理
し
て
い
く

問答

【
質
問
】
雪
谷
川
沿
い
の

桜
並
木
を
住
民
参
加
で
手

入
れ
し
管
理
し
て
は
。

【
町
長
】
雪
谷
川
を
守
る

会
に
剪
定
等
を
依
頼
し
て

い
る
。
大
切
に
維
持
管
理

し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
低
水
路
へ
樹
木

を
残
し
た
り
、
高
水
敷
に

散
策
路
を
整
備
し
て
は
。

【
町
長
】
流
水
を
阻
害
す

る
な
ど
河
川
内
へ
の
設

置
、整
備
は
困
難
で
あ
る
。

【
質
問
】
向
川
原
親
水
公

園
へ
遊
具
の
設
置
を
。

【
町
長
】
県
と
協
議
し
、

幅
広
い
世
代
で
利
用
で
き

る
公
園
整
備
に
努
め
る
。

首
長
と
し
て
の
見
解
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
反
対
の
立
場

　

消
費
税
は
総
合
的
判
断
を

問答

【
質
問
】
安
保
法
制
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
へ
の
町
長
と
し
て

の
見
解
を
町
民
に
示
せ
。

【
町
長
】
国
政
に
関
す
る

事
項
の
多
く
が
判
断
が
難

し
い
。
安
保
法
制
は
今
後

も
議
論
を
深
め
る
べ
き
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
反
対
の
立
場
、

原
発
再
稼
働
は
完
全
な
安

全
が
保
障
さ
れ
な
い
限
り

す
べ
き
で
は
な
い
、
消
費

税
増
税
は
安
全
で
豊
か
な

生
活
実
現
に
総
合
的
に
判

断
す
べ
き
と
考
え
る
。

問

答

安
保
法
制
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
原
発
再
稼
働
・
消
費
税
増
税
に

町の将来を見据え、自然豊かな山々
や森林とともに共生する取り組みを
求めます
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【
問
】
撮
影
さ
れ
て
い
る

町
民
側
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
撮
影
時
に
は
腕

章
な
ど
を
装
着
。
制
作
・

編
集
の
際
は
放
映
に
ふ
さ

わ
し
く
な
い
映
像
は
使
用

し
な
い
。
ま
た
使
用
拒
否

の
理
由
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
申
し
出
に
応
じ
て
そ

の
部
分
は
使
用
し
な
い
な

ど
配
慮
し
て
い
る
。

【
問
】
Ｆ
Ｍ
告
知
端
末
な

な
ど
各
家
庭
に
整
備
さ
れ

て
い
る
機
器
の
新
設
、
故

障
、
移
転
等
の
費
用
負
担

の
取
り
扱
い
は
。

【
町
長
】
災
害
な
ど
で
断

線
し
た
場
合
な
ど
は
町
の

契
約
の
中
で
復
旧
す
る

が
、
不
適
切
な
使
用
や
不

注
意
な
ど
に
よ
る
場
合
に

は
修
理
費
を
負
担
い
た
だ

く
。
移
転
の
場
合
は
、
新

規
取
り
付
け
時
と
二
重
の

補
助
に
な
る
こ
と
か
ら
、

依
頼
者
の
負
担
と
な
る
。

一般質問

松浦満雄 議員

かるまいテレビから
町民のプライバシーを守れ

撮影時には腕章等を着用
使用拒否の要望に配慮する

問

問

答

かるまいテレビはスタッフ３名で撮影・編集を行い
町総務課と内容を協議しながら放送されています

一般質問

山本幸男 議員

【
問
】
か
る
ま
い
テ
レ
ビ

の
視
聴
率
調
査
と
放
送
内

容
の
検
討
状
況
は
。

【
町
長
】
視
聴
率
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
26
年

度
町
民
意
識
調
査
で
は
約

48
％
が
視
聴
し
て
い
る
と

回
答
し
た
。
定
期
の
放
送

内
容
は
そ
の
都
度
、
委
託

業
者
と
協
議
し
て
い
る
ほ

か
、
必
要
に
応
じ
て
「
か

る
ま
い
テ
レ
ビ
放
送
審
議

会
」
を
開
催
し
放
送
内
容

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】
平
成
27
年
度
国
勢

調
査
の
結
果
、
町
人
口
が

９
３
３
３
人
と
な
っ
た
。

地
方
交
付
税
の
大
幅
な

減
額
が
予
想
さ
れ
る
が
、

益
々
増
え
続
け
る
財
政
需

要
の
中
で
行
政
改
革
の
取

り
組
み
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン

し
て
い
な
い
か
。
職
員
定

数
の
見
直
し
や
業
務
の
民

営
化
等
の
検
討
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

【
問
】
太
陽
光
発
電
所
建

設
工
事
に
伴
う
町
へ
の
経

済
波
及
効
果
は
い
か
に
。

【
町
長
】
今
後
、
施
設
整

備
等
の
本
格
化
に
伴
い
、

【
町
長
】
28
年
度
か
ら
５

年
間
の
第
５
次
行
政
改
革

大
綱
を
策
定
し
た
。
地
域

助
成
金
、
情
報
通
信
の
活

用
な
ど
進
め
る
一
方
、
引

き
続
き
事
業
の
見
直
し
を

行
い
出
張
所
業
務
、
保
育

園
の
民
営
化
を
検
討
し
た

い
。
今
以
上
の
職
員
数
の

削
減
は
難
し
く
、
長
期
展

望
を
見
据
え
た
定
員
管
理

を
進
め
た
い
。

経
済
的
波
及
効
果
を
期
待

し
て
い
る
。
各
事
業
者
に

は
町
内
商
店
や
事
業
所
等

を
利
用
い
た
だ
く
よ
う
、

強
く
要
請
し
て
い
る
。

太
陽
光
事
業
の
経
済
的
効
果
は

町
内
企
業
等
の
利
用
を
要
請

問
答

行
政
改
革
で
民
営
化
へ
の
考
え
は

出
張
所
業
務
、
保
育
園
を
検
討

答

【
質
問
】「（
仮
称
）
か
る

ま
い
交
流
駅
」
に
関
係
す

る
28
年
度
予
算
、
用
地
取

得
の
見
込
み
、
予
定
す
る

施
設
内
容
、
整
備
の
年
次

計
画
を
示
せ
。
ま
た
町
民

の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
て

い
く
の
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
28
年
度
予

算
で
は
、
用
地
取
得
の
た

め
の
不
動
産
鑑
定
評
価
業

務
委
託
料
を
計
上
し
て
い

る
。
候
補
地
と
し
て
は
、

中
心
街
に
近
く
、
ア
ク
セ

ス
道
路
や
広
い
敷
地
が
必

要
な
こ
と
か
ら
旧
馬
検
場

跡
地
約
１
万
６
０
０
平
方

㍍
を
検
討
し
た
い
。
施
設

内
容
は
、
26
年
度
に
町
商

工
会
等
が
作
成
し
た
計
画

案
の
ほ
か
、
図
書
館
と
公

民
館
を
整
備
す
る
方
向
で

考
え
て
い
る
。
年
次
計
画

は
財
政
状
況
を
考
慮
し
今

後
、
作
成
し
た
い
。
百
人

委
員
会
を
中
心
に
町
民
の

意
見
を
聴
き
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

賑わい創出の拠点施設
「交流駅」の具体計画は

28 年度に用地取得へ向け調査
　図書館・公民館を併設したい

国
体
で
ハ
イ
キ
ュ
ー
活
用
を

条
件
が
整
い
次
第
検
討
し
た
い

問答

【
質
問
】
希
望
郷
い
わ
て

国
体
は
、
町
を
全
国
に
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ

る
。
予
定
さ
れ
る
軟
式
野

球
競
技
の
試
合
数
と
来
町

者
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
等

の
計
画
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
本
年
10
月
２

日
か
ら
４
日
ま
で
、
ハ
ー

ト
フ
ル
球
場
で
６
試
合
が

行
わ
れ
る
。
円
滑
な
運
営

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観

光
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
設
置
や

炬
火
イ
ベ
ン
ト
等
の
広
報

活
動
に
取
り
組
み
た
い
。

【
質
問
】
人
気
漫
画
「
ハ

イ
キ
ュ
ー
」
の
聖
地
と
し

て
、
グ
ッ
ズ
製
作
な
ど
し

て
全
国
に
発
信
す
る
機
会

に
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
当
町
の
風
景

が
使
わ
れ
る
な
ど「
聖
地
」

と
し
て
来
町
す
る
方
が
多

い
と
聞
く
。
現
在
、
二
戸

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
と
協

力
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
使
用
の
交
渉
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
条

件
が
整
い
次
第
、
町
の
Ｐ

Ｒ
等
に
検
討
し
た
い
。

問

答

【
質
問
】
賑
わ
い
創
出
に

は
、
交
流
駅
に
入
浴
施
設

を
併
設
し
た
ほ
う
が
よ
り

効
果
的
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

【
町
長
】
入
浴
施
設
は
町

内
に
必
要
と
考
え
る
が
、

交
流
駅
と
一
緒
が
ふ
さ
わ

し
い
か
ど
う
か
総
合
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

中心街の賑わい創出の核となる「交流駅」の具体的な整
備計画が待たれます
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　議会運営委員会　視察研修レポート

議
会
の
権
利

　
町
長
は
予
算
編
成
と
議

会
へ
の
提
出
が
で
き
る
一

方
、
議
会
に
は
提
出
さ
れ

た
予
算
を
可
決
、
修
正
、

拒
否
す
る
権
利
が
あ
る
。

予
算
が
成
立
し
た
際
に
は

そ
の
概
要
が
公
表
さ
れ
る

ほ
か
、
執
行
状
況
等
の
財

政
状
況
も
公
表
さ
れ
る
。

歳
出
は
議
決
事
項

　

歳
入
歳
出
予
算
の
う

ち
、
歳
入
は
当
該
年
度
で

の
収
入
の
見
込
み
で
あ
り

法
的
な
拘
束
力
は
な
い
。

一
方
、
歳
出
は
款
（
総
務

費
、民
生
費
な
ど
）、項（
社

会
福
祉
費
、
児
童
福
祉
費

な
ど
）
と
目
、
節
に
分
類

さ
れ
る
。
款
と
項
は
議
会

の
議
決
事
項
で
あ
り
、
こ

の
枠
を
超
え
て
支
出
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

予
算
は
長
の
提
案

　
新
年
度
予
算
は
町
長
が

調
製
し
、
町
村
の
場
合
は

年
度
開
始
20
日
前
ま
で
に

議
会
に
提
案
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
各
会
計
年
度

は
独
立
し
他
年
度
と
混
同

は
で
き
な
い
。議
会
に
は
、

提
案
さ
れ
た
予
算
に
つ
い

て
住
民
意
思
の
反
映
、
事

業
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

が
求
め
ら
れ
る
。

補
正
と
暫
定
予
算

　
年
度
開
始
前
の
予
算
を

当
初
予
算
又
は
通
常
予
算

と
い
い
、
こ
れ
以
後
の
事

由
に
よ
り
追
加
・
変
更
を

加
え
た
も
の
を
補
正
予
算

と
い
う
。
又
、
年
度
開
始

後
も
予
算
が
成
立
し
な
い

場
合
に
は
暫
定
予
算
が
策

定
さ
れ
、
予
算
成
立
ま
で

の
仮
の
予
算
と
な
る
。

？　議会のはてな？
　　　しくみを教えて！ №７

予算編成と議会の役割
  　 よさんへんせい　　　ぎかい　　やくわり

議長交際費

月 日 曜 行　　事　　名

１　
月

３ 日 軽米町消防団出初め式
５ 火 新春まちづくり交賀会、議会報編集委員会⑩
８ 金 町村議会新議員研修会（盛岡市）
12 火 議会報編集委員会⑪
16 土 日山一夫氏叙勲祝賀会
18 月 議会運営委員会
20 水 第６回臨時会、議会運営委員会、議会報編集委員会⑫
27 水 かるまい議会だより第 204 号発行

２
月

１ 月 議会運営委員会視察研修（青森県六戸町・野辺地町）
７ 日 第 14 回軽米町民生涯学習フェスティバル
９ 火 町政調査会幹事会⑨
10 水 岩手北部広域環境組合定例会（九戸村）

17 水 北部地区町村議会議長会正副議長・事務局長合同会議
県北地区選出岩手県議会議員との懇談会（盛岡市）

19 金 岩手県町村議会議長会第 67 回定期総会（盛岡市）
岩手県町村議会広報コンクール入選（３席）表彰式

22 月 二戸地区広域行政事務組合議会平成 28 年第１回定例会（二戸市）
25 木 議会運営委員会
26 金 岩手情報文化研究会（盛岡市）
27 土 在八軽米郷和会新年会（八戸市）
29 月 議員全員協議会⑩、町政調査会⑤

町 議 会 の 動 き
（平成 28 年１月～３月の主要な行事）

※議長交際費は議長
が 町 議 会 を 代 表 し
て 対 外 的 な 行 事 等
へ参加する際の経費　
で、主に各団体の総
会等の会費です。詳
しくは町ホームペー
ジをご覧ください。

✿研修月日　平成 28 年２月１日（月）
✿研修場所　青森県六戸町議会、野辺地町議会
✿参加委員　古舘機智男、川原木芳蔵、細谷地多門
　　　　　　本田秀一、舘坂久人、中村正志、松浦　求

に
次
い
で
の
制
定
。
大
き

な
柱
に
、
町
民
参
加
（
議

会
報
告
会
の
開
催
）、
開

か
れ
た
議
会
（
議
会
広
報

の
充
実
）、
活
発
な
討
議

（
一
般
質
問
の
一
問
一
答

方
式
、
町
長
の
反
問
権
な

ど
）、
監
視
・
検
証
・
評

価
（
一
般
質
問
へ
の
回
答

を
検
証
）
の
４
項
目
が
特

徴
的
で
あ
る
。

　今回視察した両町とも青森県内の町村議会では最も早く議会基本条
例を制定し、現在も見直しを続けている。これまで本町議会でも検討
を行ってきたが、結局は成立に至っていない。議員全員の了解のもと
進めるべきであり、今後も研修・検討を重ねていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　議会運営委員長　古舘　機智男

一
般
質
問
は
一
問
一
答
、
検
証
も

見
直
し
な
が
ら
、
住
民
対
話
に
力　

六
戸
町
議
会
で
は
基

本
条
例
制
定
に
向

野
辺
地
町
議
会
で
は

26
年
２
月
に
基
本

条
例
を
制
定
し
、
そ
の
都

度
、
見
直
し
な
が
ら
現
在

に
至
る
。
議
会
改
革
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
他
の

議
会
改
革
を
参
考
に
研
修

等
を
継
続
。
自
分
た
ち
に

合
っ
た
内
容
へ
の
修
正
を

怠
ら
な
い
。
町
民
と
の
懇

談
会
、
議
会
報
告
会
開
催

に
力
を
入
れ
る
ほ
か
、
定

数
削
減
も
積
極
的
で
、
人

口
約
１
万
４
千
人
に
対
し

て
議
員
は
12
名
で
あ
る
。

け
、
平
成
25
年
２
月
に
６

人
の
検
討
委
員
会
を
設

置
。
２
年
間
で
約
50
項
目

に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
26

年
12
月
に
議
決
、
27
年
１

月
か
ら
施
行
し
た
。
青
森

県
内
で
は
野
辺
地
町
議
会

写
真
は
野
辺
地
町
議
会
で
の
研
修

【テーマ】議会改革と議会基本条例

月 日 曜 行　　事　　名

３
月

１ 火 県立軽米高等学校卒業式

３ 木 第７回軽米町議会定例会本会議（会期；～ 16 日）
町政調査会幹事会⑩

７ 月 定例会一般質問（～８日）
８ 火 議会報編集委員会⑬
９ 水 平成 28 年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会（～ 16 日）
10 木 議会運営委員会
12 土 軽米中学校卒業証書授与式

16 水
議会運営委員会、議会報編集委員会⑭
定例会最終本会議、軽和会との懇談会
山田町議会が視察研修で来町

18 金 町内小学校卒業証書授与式
23 水 軽米町小・中学校転退任教職員離任式
24 木 議会運営委員会
25 金 二戸地区広域行政事務組合議会臨時会（二戸市）
28 月 第８回軽米町議会臨時会、議会報編集委員会⑮

❀お祝い等（会費含む）

１月 ５件  ２０，９８０円
２月 ２件  　８，９７６円
３月 ２件  　７，０００円

　町民の皆さんとの交流を目的に「パークゴル
フはつらつ大会」を今年も開催します。
　パークゴルフ初心者の方も歓迎します。お誘
いあわせてご参加ください。
　
◎日　時　７月２日 ( 土 ) ※雨天決行
　　　　　受付　　　　８:00 ～
　　　　　開会式　　　８:50 ～
　　　　　プレー開始　９:00 ～
◎場　所　ハートフルスポーツランド
　　　　　・パークゴルフ場　
◎対　象　町民の方（町出身者なども歓迎）
◎参加費　一人１，０００円（昼食、保険代含む）
◎期　限　６月 24 日（金）まで
◎申込先　議会事務局（☎４６－４７４５）
　　　　　パークゴルフ場（☎４６－３８８９）
　　　　　又は、お近くの町議会議員まで

パークゴルフはつらつ大会　参加者大募集！
今年で４年目

議会だより編集サポーターも
大　募　集

　議会だよりをもっと分かりやすく、
読みやすい紙面を目指して「編集サ
ポーター」を募集します。
　言葉づかいやレイアウトづくり、写
真撮影など一緒に広報紙づくりを楽し
みませんか。協力いただける方はご連
絡ください。　【事務局☎ 46 － 4745】　
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かるまい町に住んでみて

　

昨
年
度
の
第
34
回
岩
手
県
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
13
町
村
議
会
か

ら
の
応
募
の
中
「
か
る
ま
い
議
会
だ
よ

り
（
第
２
０
３
号
）」
が
入
選
３
席
の

栄
誉
に
輝
き
、
賞
状
と
盾
を
受
賞
い
た

編 集 後 記

か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

金山 一輝さん

ど
で
は
、
皆
さ
ん
活
発
だ
な
と

感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

活
動
が
地
域
の
連
帯
感
や
仕
事

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
と
て
も
心
強
い
で
す
。

温
泉
が
欲
し
い
で
す
ね

　

ほ
か
の
街
と
比
べ
た
と
き

に
、
温
泉
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
と

こ
ろ
が
欲
し
い
で
す
ね
。
子
供

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ゆ
っ
く
り

で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

若
い
人
の
働
く
場
を

　

こ
れ
か
ら
の
若
い
人
た
ち
に

働
く
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

遊
べ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
も
っ

と
地
元
に
残
る
人
が
増
え
る
は

ず
。
で
き
る
こ
と
な
ら
地
元
で

暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人

は
結
構
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

結
婚
を
機
に
軽
米
へ

　

結
婚
を
機
に
軽
米
町
に
来
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
町
の
こ

と
は
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん
で
し

が
、
妻
の
実
家
の
農
業
を
始
め

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
周
り

の
方
々
に
と
て
も
良
く
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
農
業
自
体

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
分
か
ら

な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
き
た
く
さ
ん
助
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

農
業
の
勉
強
を
し
た
い

　

今
、
最
も
関
心
が
あ
る
の
は

農
業
経
営
で
す
。
主
に
長
芋

と
菊
を
生
産
し
て
い
ま
す
が
、

も
っ
と
勉
強
し
て
将
来
的
に
は

長
芋
を
倍
の
３
㌶
程
度
に
し
た

い
。
菊
も
ス
プ
レ
ー
菊
、
一
輪

菊
、
小
菊
な
ど
あ
り
ま
す
が
拡

大
し
て
い
き
た
い
で
す
。

活
発
な
地
域
活
動

　

地
域
行
事
に
は
よ
く
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
町
民
体
育
祭
な

かなやま　　かずき

　　　　　　　　　　　
盛岡市出身　30 歳　行政区：山口

妻・長男・長女・母・祖母の 6 人家族

　　町民インタビュー Vol. ③
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山
本　
幸
男

松
浦　

満
雄

上
山　
勝
志

田
村　
せ
つ

議　会　報
編集委員会

委
員
長

副
委
員
長

茶
屋　
　
隆

中
村　
正
志

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
輩
議
員
各
位
の

こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
と
、
現
編
集
委
員

（
新
議
員
３
人
加
入
）
及
び
事
務
局
と

の
連
携
協
力
と
と
も
に
、
読
者
で
あ
る

町
民
の
方
々
の
叱
咤
激
励
が
あ
っ
た
れ

ば
こ
そ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
、
更
に
研
鑚
を
積
み
、
全
国
入

賞
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

茶　

屋　
　

隆

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

喜びに沸く編集委員

祝　岩手県コンクール入選

妻・美
み ほ

穂 さん　　　　　　　　　一輝 さん　　　　　　
　　　　長女・星

せ な
愛 ちゃん　　　　　　　長男・恭

きょうま
真 くん


